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編
集
後
記
　
福
田
知
事
の

政
治
生
活
30
年

を
祝
う
会
、
そ
し
て
参
議
院
議
員
選

挙
と
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
高
橋
克
法
さ
ん
も
大

差
で
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の

お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
段
取
り
が
悪
く
、
初
心
の

発
刊
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
半
年
間
の
出
来
事
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
５
月
18
日
、
夫
の
政
治
生
活
30

年
の
お
祝
い
を
開
催
し
て
も
ら
っ

た
。
会
場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
、

２
千
人
以
上
の
方
に
お
出
で
頂
き
、

ホ
テ
ル
の
駐
車
場
ま
で
辿
り
着
け

な
か
っ
た
方
も
居
ら
れ
た
と
の
こ

と
、
た
だ
た
だ
申
し

訳
な
く
、
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
当
日
は
３
人
の
子

ど
も
達
に
も
出
席
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
記
念
誌
作
り
に

追
わ
れ
て
連
絡
が
遅
く
な
り
、
長

男
は
仕
事
の
都
合
が
つ
か
ず
来
ら

れ
な
か
っ
た
。
子
ど
も
達
に
は
生

ま
れ
た
時
か
ら
選
挙
の
た
び
に
さ

び
し
い
思
い
を
さ
せ
て
き
た
と
、

ず
っ
と
負
い
目
を
感
じ
て
き
た
の

で
、
二
男
と
娘
か
ら
花
束
を
貰
っ

た
時
は
嬉
し
く
夫
も
感
無
量
の
面

持
ち
だ
っ
た
。
２
人
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
節
目
の
年
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
６
月
９
日
、
高
尾

山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て
き
た
。

40
年
前
、
大
広
間
で
の

講
演
時「
足
を
崩
し
て
」

の
言
葉
に
、
私
は
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
聞
い
た
が
、

そ
の
後
ご
住
職
に
「
年

長
者
の
話
は
正
座
で
聴

く
べ
き
」
と
お
叱
り
を

頂
い
た
こ
と
、
白
装
束

で
滝
に
打
た
れ
た
こ
と
、

な
ど
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
た
。

　
近
年
一
番
人
気
の
山
と
あ
っ
て
、

頂
上
は
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た

が
、
爽
や
か
な
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
夫
と
娘
と
食
べ
た
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
は
格
別
だ
っ
た
（
写
真
）
。

福
田
知
事 

政
治
生
活
30
年
を
祝
う
会

ゆ
り
の
会
新
年
会

２
千
人
余
の
参
加
者
を
得
て

　
福
田
知
事
の
政
治
生
活
30
年
を

祝
う
会
が
５
月
18
日
、
宇
都
宮
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
船
田

元
、
佐
藤
勉
両
衆
院
議
員
ら
国
会

栃
木
県
誕
生
140
年
の
節
目
を
迎
え
て
！

　
残
暑
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
頃
の
ご
芳
情
に
感
謝
・
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
本
年
は
、
多
く
の
分
野
で
節
目
を

迎
え
る
。
ま
ず
、
本
県
誕
生
１
４
０
年
で

あ
る
。
毎
年
６
月
15
日
を
「
県
民
の
日
」

と
定
め
て
い
る
が
、
明
治
６
年
６
月
15
日

に
栃
木
県（
日
光
・
壬
生
・
吹
上
・
佐
野
・

足
利
・
館
林
の
６
県
が
統
合
）
と
宇
都
宮

県
（
宇
都
宮
・
烏
山
・
黒
羽
・
大
田
原
・

茂
木
の
５
県
が
統
合
）
が
一
緒
に

な
っ
て
現
在
の
栃
木
県
が
誕
生
し

１
４
０
年
を
迎
え
た
。
（
　
）
は

明
治
４
年
に
廃
藩
置
県
に
よ
り
県

と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
年
の
う

ち
に
下
野
の
国
は
上
記
２
県
に
統

合
、
明
治
９
年
に
は
旧
館
林
県
が

群
馬
県
に
編
入
、
明
治
17
年
に
は

県
庁
が
栃
木
市
か
ら
宇
都
宮
市
へ

の
県
庁
移
転
と
い
う
歴
史
を
た
ど

っ
た
。

　
ほ
か
に
は
、
下
野
新
聞
が
創
刊

１
３
５
年
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所

が
創
立
１
２
０
周
年
、
田
中
正
造

が
没
後
１
０
０
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都

宮
放
送
局
が
開
局
70
周
年
（
テ
レ

ビ
放
映
開
始
か
ら
60
年
）
な
ど
が

あ
る
。

　
歌
謡
曲
の

「
高
校
３
年
生
」

は
、
舟
木
一
夫

が
50
年
前
の
６

月
５
日
に
レ
コ

ー
ド
発
表
、
１

０
０
万
枚
以
上

を
売
り
上
げ
、

そ
の
年
の
紅
白

歌
合
戦
に
出
場
、

「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
は
、

同
じ
く
50
年
前

の
６
月
全
米
ヒ

ッ
ト
チ
ャ
ー
ト

１
位
を
記
録
、

「
す
き
や
き
ソ

ン
グ
」
と
し
て

話
題
に
な
っ
た
。

　
歌
と
言
え
ば

「
栃
木
県
民
の

歌
」
を
カ
ラ
オ

ケ
で
歌
え
な
い
か
と
の
県
議
会
か

ら
の
提
案
を
受
け
、
現
在
会
社
と

協
議
中
で
あ
り
、
な
る
べ
く
早
く

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
県
民
の
歌
が
カ
ラ
オ
ケ
で

歌
え
る
の
は
「
信
濃
の
国
」
の
長

野
県
民
の
歌
の
み
と
聞
い
て
い
る
。

　
何
と
い
っ
て
も
２
巡
目
国
体
の

事
実
上
の
内
定
を
得
た
こ
と
が
大

き
い
。
（
現
在
は
内
々
定
、
開
催

５
年
前
に
内
定
、
３
年
前
に
決
定

と
な
る
。）
９
年
後
の
開
催
に
向

け
て
、
オ
ー
ル
栃
木
で
準
備
万
端

整
え
た
い
。

　
技
能
五
輪
と
障
害
者
の
技
能
競

技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
は
、

平
成
29
年
に
開
催
で
き
る
よ
う
国

に
申
請
手
続
き
を
済
ま
せ
た
。
何

と
し
て
も
〞物
づ
く
り
県
栃
木
〞で

の
開
催
を
実
現
し
た
い
。

　
平
成
27
年
に
は
、
徳
川
家
康
公

４
０
０
年
式
年
祭
が
日
光
東
照
宮

で
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
に
併
せ
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
、
徳
川

家
康
を
そ
の
年
の
題
材
に
し
て
く

れ
る
よ
う
過
日
、
栃
木
県
関
係
者

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
東
照
宮
の
あ

る
静
岡
県
、
家
康
の
生
ま
れ
育
っ

た
愛
知
県
岡
崎
市
の
関
係
者
と
３

県
合
同
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
セ
ン

タ
ー
に
て
会
長
に
要
望
を
行
っ
た
。

改
め
て
、
「
泣
く
ま
で
待
と
う
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
の
生
き
方
を
学
び
、

家
庭
・
地
域
・
日
本
の
平
和
に
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

　
来
年
は
、
１
月
28
日
か
ら
２
月

２
日
ま
で
、
ス
キ
ー
競
技
を
除
き

日
光
市
に
お
い
て
、
第
69
回
冬
季

節目の年を飛躍の年に

議
員
や
県
内
市
町
長
、
県
議
、
市

議
ら
政
界
関
係
者
の
ほ
か
、
業
界

団
体
な
ど
の
支
援
者
ら
約
２
千
人

が
参
加
。
福
田
知
事
が
後
援
会
総

連
合
会
長
を
務
め
る
参
院
選
栃
木

選
挙
区
の
立
候
補
予
定
者
で
前
高

根
沢
町
長
の
高
橋
克
法
氏
も
出
席

し
た
。

　
福
田
知
事
は
挨
拶
で
、
宇
都
宮

市
議
と
し
て
政
治
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
際
の
苦
労
話
を
披
露
。

喜
江
子
夫
人
や
支
援
者
に
感
謝
を

述
べ
「
３
日
後
に
還
暦
を
迎
え
る
。

目
標
を
掲
げ
て
一
生
懸
命
努
力
し

て
い
る
若
者
に
、
私
が
こ
れ
ま
で

に
得
た
知
識
や
経
験
を
伝
え
て
い

く
よ
う
な
役
割
も
担
っ
て
い
き
た

い
。
知
事
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

１
６
０
人
で 

高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　
６
月
９
日（
日
）、今
年
一
番
人
気
の
高
尾
山
へ

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
。高
尾
山
麓
清
滝
駅
に
10

時
15
分
に
到
着
。
登
り
は
岩
屋
大
師
や
琵
琶

滝
、
前
の
沢
沿
い
を
歩
く
６
号
路
コ
ー
ス
。  

　
下
り
は
高
尾
山
薬
王
院
へ
の
表
参
道
を

た
ど
る
１
号
路
を
歩
い
た
。
参
加
者
た
ち

は
変
化
に
富
み
、
見
所
が
い
っ
ぱ
い
の
高

尾
山
を
満
喫
し
た
１
日
と
な
っ
た
。

国
体
が
18
年
ぶ
り
に
本
県
で
開
催

さ
れ
る
。
「
ひ
か
り
の
郷
日
光
国

体
」
と
銘
打
っ
て
、
開
催
に
向
け

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
10
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
４

日
間
、
第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
ち
ぎ
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

栃
木
２
０
１
４
」
も
開
催
さ
れ
る
。

全
国
か
ら
選
手
役
員
１
万
５
千
人

が
参
加
す
る
、
60
歳
以
上
の
方
の

国
体
と
も
言
わ
れ
る
大
会
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
・
サ
ッ
カ
ー
・
卓
球
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
あ
り
、
俳
句
・
囲

碁
・
将
棋
な
ど
の
文
化
面
も
あ
る
、

文
化
と
健
康
と
福
祉
の
総
合
的
祭

典
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
催
し
も
、
県
民
一
人

一
人
が
お
も
て
な
し
の
心
を
最
大

限
発
揮
し
、
大
成
功
の
イ
ベ
ン
ト

に
仕
上
げ
た
い
し
、
何
よ
り
全
国

の
皆
さ
ん
に
栃
木
に
対
す
る
好
印

象
と
栃
木
の
魅
力
を
存
分
に
知
り

楽
し
ん
で
も
ら
う
機
会
と
し
た
い
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
　

今
後
の
節
目
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

2013年度 下半期の行事予定

ゆりの会新年会

知事と語る会

（女性のみ）

　
３
月
２
日
、
日
光
霧
降
ア
リ
ー
ナ
で

「
ひ
か
り
の
郷 

日
光
国
体 

１
年
前
イ

ベ
ン
ト
〜
」
が
開
幕
し
、
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
で
「
機
運
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

挨
拶
す
る
知
事
。

く
こ
と
と
、
人
を
育
て
る
こ
と
、

こ
の
両
面
で
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
30
年
の
政
治
活
動
の
写
真
や
コ

ラ
ム
集
な
ど
を
載
せ
た
記
念
誌
も

発
行
し
、
来
場
者
に
配
ら
れ
た
。

当日、来場者に配られた、
　　　　記念品と記念誌、お礼状

「東北音頭」他を踊った平松本町
　　有志の会の皆さんと、知事を囲んで

　
毎
年
２
月
の
第
３
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
き
た
ゆ
り
の
会
新
年
会

は
、
会
場
の
都
合
で
今
年
は
２
月

３
日
（
日
）
、
ホ
テ
ル
東
日
本
で

４
０
０
名
余
の
参
加
者
を
得
て
開

催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
節
分
の
趣
向
も
凝
ら
さ

れ
、
ゆ
り
の
会
有
志
の
皆
さ
ん
に

よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
女
性
な

ら
で
は
の
華
や
ぎ
が
新
春
の
慶
び

を
一
層
盛
り
上
げ
た
。

　
し
め
く
く
り
は
恒
例
の
「
と
み

か
ず
サ
ン
バ
」
を
斉
唱
、
親
睦
を

深
め
る
和
や
か
な
集
い
と
な
っ
た
。

１
号
車
の
皆
さ
ん
と

２
号
車
の
皆
さ
ん
と

３
号
車
の
皆
さ
ん
と

寿
号
の
皆
さ
ん
と

文化講演会のお知らせ
講　師　戸田 恵子さん
　　　　（女優）
演　題　『女優百貨店』
日　時　９月27日（金）
　　　　午後６時30分　開会
場　所　宇都宮グランドホテル
入場料　1,000円

※チケットご希望の方は事務所まで連絡下さい

と  だ　けい こ

日時：2014年２月９日㈰
　　　11時～13時半
場所：ホテル東日本宇都宮
会費：5,000円

日時：11月頃
場所：未定

もちつき大会 日時：12月１日㈰
　　　11時～13時
場所：今宮１丁目公園
会費：大人 300円
　　　子供100円

※日時・場所等、決まり次第お知らせ致します。
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全
国
知
事
会
議
が
７
月
８
日
、
９
日
の

２
日
間
の
日
程
で
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
。

40
府
県
の
知
事
が
参
加
し
、
各
党
が
検
討

し
て
い
る
道
州
制
導
入
に
向
け
た
基
本
法

案
に
関
す
る
意
見
書
を
ま
と
め
た
。

　
意
見
書
は
、
道
州
制
導
入
が
地
方
分
権

の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

た
め
、
国
の
出
先
機
関
の
廃
止
や
中
央
省

庁
の
解
体
再
編
を
法
案
に
盛
り
込
む
よ
う

要
請
。
制
度
の
理
念
や
具
体
像
を
明
示
し
、

国
と
地
方
の
協
議
を
徹
底
す
る
よ
う
求
め

た
。
福
田
富
一
知
事
は
賛
否
の
判
断
を
先

送
り
し
た
道
州
制
に
つ
い
て
「
道
州
制
は

基
本
的
に
賛
成
だ
。
究
極
の
行
政
改
革
で

あ
り
、
地
方
分
権
改
革
が
進
ん
だ
最
後
の

　
福
田
富
一
知
事
は
５
月
13
日
、
４
月
か
ら

特
任
教
授
を
務
め
る
独
協
医
科
大
（
壬
生
町
、

稲
葉
憲
之
学
長
）
で
、「
人
と
し
て
生
き
る
」

と
題
し
て
学
生
に
初
講
義
を
行
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
医
学
部
、
看
護
学
部
、
看
護

専
門
学
校
の
新
入
生
約
３
２
０
人
を
前
に
登

壇
。
県
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
出
動
状
況
や
、
県
内
で
働
く
医
師
を
確
保

す
る
た
め
、
県
が
医
学
生
の
修
学
資
金
を
支

援
す
る
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
さ
ら
に「
医
療
職
で
あ
る
前
に
人
で
あ
れ
」

と
語
り
、
言
葉
使
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
郷
土
を
見
直
し
、
理
解
と
関
心

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
「
県
民
の

日
」
に
制
定
さ
れ
て
い
る
６
月
15

日
、
県
庁
や
県
民
広
場
、
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
県
民
の
日
」

道
州
制
は
究
極
の
行
政
改
革

◇
１
月
22
日
　
東
京
・
大
田
市
場
で
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
／
「
と
ち
お
と
め
安
全
で
す
」

◇
１
月
23
日
　
都
内
で
全
国
知
事
会
議
／
地

方
公
務
員
の
給
与
削
減
に
反
発

◇
１
月
26
日
　
高
島
屋
新
宿
店
で
「
ス
カ
イ

ベ
リ
ー
」
Ｐ
Ｒ
／
固
定
客
獲
得
へ
手
応
え

◇
２
月
13
日
　
日
光
国
体
を
Ｐ
Ｒ

す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
出
発
式

／
「
機
運
を
盛
り
上
げ
た
い
」

◇
３
月
９
日
　
日
光
で
「
地
方
分

権
・
地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

／
「
地
方
分
権
」
推
進
へ

◇
３
月
10
日
　
日
光
国
道
１
２
１

号
板
橋
バ
イ
パ
ス 

全
線
開
通
／

「
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
だ
ろ
う
」
と
知
事
。

◇
３
月
24
日
　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
タ
ウ
ン
で
観
光
Ｐ
Ｒ
／
「
栃

木
は
身
近
な
オ
ア
シ
ス
」

◇
４
月
１
日
　
辞
令
交
付
式
／
「
即
戦
力
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
知
事
。

◇
４
月
６
日
　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

　
み
運
動

◇
４
月
18
日
　
「
銀
座
栃
木
屋
本
店
」
開
店

セ
レ
モ
ニ
ー
出
席

◇
４
月
22
日
　
全
国
知
事
会
社
会
保
障
常
任

委
員
会
（
委
員
長
・
福
田
富
一
知
事
）
／

困
窮
者
支
援
法
案
の
協
議
継
続
を

◇
４
月
22
日
　
都
内
で
全
国
知
事
会
議
出
席

◇
４
月
23
日
　
独
協
医
大
創
立
40
周
年
記
念

式
典
に
出
席

◇
４
月
28
日
　
東
京
・
憲
政
記
念
館
で
の

「
主
権
回
復
の
日
」
式
典
に
出
席

◇
５
月
10
日
　
東
京
で
社
会
保
障
審
議
会
の

医
療
保
険
部
会
に
全
国
知
事
会
の
代
表
と

し
て
出
席

◇
５
月
15
日
　
駐
日
ペ
ル
ー
大
使
が
知
事
を

表
敬
訪
問

◇
５
月
31
日
　
都
内
で
「
と
ち
ぎ
技
術
展
示

　
商
談
会 in H

itachi

」
を
開
催

◇
６
月
１
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

那
須
／
指
定
廃
棄
物
で
意
見
交
換

◇
６
月
６
日
　
大
阪
市
内
で
の
関
西
県
人
会

に
出
席

◇
６
月
19
日
　
芳
賀
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町

村
長
会
議
／
少
規
模
文
化
施
設
補
助
検
討
。

◇
６
月
22
日
　
野
木
町
で
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ

ー
ラ
ム
／
煉
瓦
窯
活
用
な
ど
説
明
。

「
栃
木
で
医
療
に
携
わ
っ
て
」

松
山
市
で
全
国
知
事
会
議

社
会
保
障
国
民
会
議
に
出
席

福
田
知
事 

地
方
の
声
訴
え

22
年
国
体 

栃
木
に
内
々
定

「
栃
の
葉
」
以
来
42
年
ぶ
り

栃木の魅力を再発見
オ
ー
ル
栃
木
で
誇
れ
る
国
体
を

オ
ー
ル
栃
木
で
誇
れ
る
国
体
を

福
田
知
事
が
独
協
医
大
で
初
講
義

約
５
万
人
が
「
県
民
の
日
」
祝
う

栃
木
県
誕
生
１
４
０
周
年

豊
か
な
緑
を
後
世
に

野
木
町
で
県
植
樹
祭

東奔西走の日々東奔西走の日々

全国知事会を代表し、国民会議で発言する福田知事

下村博文文科相に要望書を手渡す福田知事(左)

３
月
10
日
、
日
光
国
道
１
２
１
号
板
橋
バ
イ
パ
ス

全
線
開
通
式
で
挨
拶
す
る
知
事

「頼まれた仕事は断らない。
出る杭になれ」と社会人の
あるべき姿を語る福田知事

ン
の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
た
。「
自
分
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
も
の
に
時
間
を
使
い
な
さ

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。「
医
療
と
社
会
奉
仕
の

両
方
に
携
わ
り
、
誰
か
ら
も
信
頼
、
尊
敬
さ

れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

防
災
・
減
災
　
知
事
と
対
話

知
事
手
応
え
、店
頭
Ｐ
Ｒ

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
那
須
烏
山

　
県
は
２
０
１
３
年
度
か
ら
、
福
田
富

一
知
事
が
県
民
と
対
話
す
る
「
と
ち
ぎ

元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
、
防
災
や
福
祉

な
ど
具
体
的
な
議
題
を
設
定
し
て
話
し

合
う
「
テ
ー
マ
版
」
を
新
た
に
導
入
。

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
民
を
招

き
、
よ
り
政
策
に
反
映
し
や
す
い
具
体

的
な
提
案
を
受
け
る
こ
と
が
狙
い
。

　
初
回
は
６
月
29
日
、
「
知
事
と
語
ろ

う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
地
域

に
お
け
る
〜
防
災
・
減
災
対
策
」
が
、

那
須
烏
山
市
役
所
烏
山
庁
舎
で
開
か
れ
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
約
５

万
人
が
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ご

当
地
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
だ
。

　
６
月
15
日
は
１
８
７
３
（
明
治

６
）
年
に
、
当
時
の
栃
木
県
と
宇

都
宮
県
が
合
併
し
、
現
在
の
栃
木

県
が
誕
生
し
た
日
。
今
年
は
１
４

０
周
年
の
節
目
に
あ
た
る
。

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
午
前
10
時
か

ら
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、

福
田
富
一
知
事
が
「
節
目
の
年
で

あ
り
、
ふ
る
さ
と
栃
木
へ
の
愛
着

を
深
め
て
も
ら
い
、
見
つ
め
直
す

絶
好
の
機
会
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

栃
木
、
茨
城
、
福
島
の
３
県
警
音

楽
隊
の
合
同
で
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
。
午
後
に
は
「
と
ち
ぎ

消
防
団
や
防
災
関
係
団
体
な
ど
約
30
人

が
参
加
し
た
。

　
福
田
知
事
は
冒
頭
、
24
日
に
市
内
で

行
わ
れ
た
県
内
初
の
原
子
力
防
災
訓
練

を
振
り
返
り
「
那
須
烏
山
は
東
日
本
大

震
災
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
地

域
の
消
防
団
や
防
災
会
な
ど
は
災
害
時
、

住
民
の
け
ん
引
役
だ
っ
た
。
感
謝
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　
住
民
か
ら
の
「
防
災
意
識
の
啓
発
、

向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
」
の
質
問

に
対
し
て
「
災
害
時
は
住
民
ら
の
自
助

と
互
助
と
共
助
が
大
切
。
県
は
本
年
度
、

防
災
に
関
す
る
条
例
制
定
を
準
備
し
て

お
り
、
自
治
会
な
ど
で
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

とちまるショップ１周年

　
５
月
22
日
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
の
本
県
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と

ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
店
１
周
年
を
迎

え
、
福
田
知
事
と
県
内
４
市
長
が
、
店
頭

で
本
県
や
各
市
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
来
場
者
に
「
お
か
げ
さ
ま

で
１
周
年
。
さ
ら
に
お
買
い
物
を
し
て
頂

き
、
栃
木
に
お
出
掛
け
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

生
の
イ
チ
ゴ
を
練
り
込
ん
だ
ジ
ェ
ラ
ー
ト

「
と
ち
お
と
め
小
町
」
50
個
を
無
料
で
振

舞
っ
た
。
「
手
応
え
は
あ
っ
た
」
と
知
事
。

　
「
緑
あ
ふ
れ
る
地
球
の
未
来 

僕
ら
が

つ
く
る 

僕
ら
が
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

栃
木
県
誕
生
１
４
０
年
・
野
木
町
町
制
施

行
50
周
年
記
念
の
「
第
51
回
県
植
樹
祭
」

が
５
月
18
日
、
佐
川
野
の
町
総
合
運
動
公

園
で
開
か
れ
、
本
県
の
緑
豊
か
な
環
境
を

後
世
の
た
め
に
守
り
育
て
よ
う
と
誓
い
を

新
た
に
し
た
。

　
市
町
長
や
県
議
ら
関
係
者
７
５
０
人
が

参
加
。
主
催
者
を
代
表
し
て
福
田
知
事
は

「
緑
は
本
県
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。

県
民
と
共
に
緑
あ
ふ
れ
る
と
ち
ぎ
づ
く
り

を
進
め
る
」
、
真
瀬
町
長
は
「
記
念
す
べ

き
年
に
植
樹
祭
を
開
催
で
き
、
感
謝
し
た

い
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
こ
の
環

境
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
」
と
挨
拶
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

姿
が
道
州
制
だ
と
思
う
。
な
ぜ
今
論
議
す

る
か
を
説
明
し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、

「
検
討
に
当
た
っ
て
は
熟
度
を
高
め
た
議

論
が
必
要
」
と
の
意
見
を
表
明
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
は
、
福
田
知
事
自
身
が
委
員

長
を
務
め
る
知
事
会
の
社
会
保
障
常
任
委

員
会
に
事
務
レ
ベ
ル
の
検
討
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
り
「
国
の
動
向
に
応
じ

て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
し
た
い
」
と
し

た
。
政
府
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会

議
は
、
国
保
の
運
営
を
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
管
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
医
療
や
介
護
、
年
金
や
少
子
化
対
策
の

在
り
方
を
検
討
す
る
政
府
の
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
は
２
月
28
日
、
首
相
官

邸
で
５
回
目
の
会
議
を
開
き
、
地
方
団
体

か
ら
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
全
国
知
事

会
社
会
保
障
常
任
委
員
長
の
福
田
知
事
が

出
席
し
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度

や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
な
ど
に
つ

い
て
、
国
の
方
針
の
明
確
化
や
国
費
負
担

の
拡
充
な
ど
を
訴
え
た
。

　
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
は
国
民
会
議
の
要
請
で
実

施
さ
れ
、
全
国
市
長
会
や
全
国
町
村
会
の

代
表
者
も
出
席
。
福
田
知
事
は
、
知
事
会

と
市
長
会
、
町
村
会
の
統
一
見
解
を
説
明

し
た
。

　
国
保
制
度
に
つ
い
て
「
失
業
者
ら
も
加

入
す
る
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
だ

が
、
市
町
村
格
差
も
大
き
く
極
め
て
厳
し

い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と
言
及
。

「
保
険
料
や
公
費
な
ど
を
ど
う
組
み
合
わ

せ
持
続
可
能
な
制
度
を
作
る
か
方
針
を
明

確
に
す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。

　
医
療
分
野
で
は
、
全
国
の
慢
性
的
な
医

師
不
足
な
ど
を
指
摘
し
、
医
療
機
関
の
機

能
分
担
や
介
護
と
の
連
携
強
化
を
強
調
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
増
が
見
込
ま
れ
る

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負

担
の
適
切
な
見
直
し
や
国
費
負
担
の
拡
充

を
求
め
た
。

　
福
田
知
事
は
今
後
に
つ
い
て
「
改
革
の

方
向
性
が
出
た
段
階
で
国
と
地
方
の
協
議

の
開
催
を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

　
県
体
育
協
会
の
安
納
守
一
理
事
長
は
２

月
７
日
、
２
０
２
２
年
の
第
77
回
国
民
体

育
大
会
の
栃
木
県
開
催
を
求
め
る
要
望
書

を
福
田
知
事
、
県
会
議
長
、
県
教
委
に
提

出
し
た
。
福
田
知
事
は
「
国
体
は
県
民
の

ス
ポ
ー
ツ
意
欲
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
活
性
化
や
人
づ
く
り
に
も
有
意
義
」

と
の
考
え
を
示
し
、
今
春
の
文
科
省
な
ど

へ
の
開
催
要
望
書
提
出
に
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
た
。

　
福
田
知
事
は
２
月
19
日
に
開
会
し
た
県

議
会
２
月
通
常
会
議
で
、
「
２
０
２
２
年

の
第
77
回
国
民
体
育
大
会
の
本
県
招
致
に

努
め
た
い
」
と
述
べ
、
秋
季
国
体
招
致
に

向
け
今
後
、
国
や
県
内
市
町
と
調
整
を
図

っ
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　
福
田
知
事
は
５
月
16
日
、
県
と
県
教
委

と
県
体
協
の
３
者
連
名
で
、
文
部
科
学
省

と
日
本
体
育
協
会
に
開
催
要
望
書
を
提
出
。

　
日
本
体
育
協
会
は
７
月
24
日
、
要
望
通

り
９
年
後
の
国
体
開
催
を
内
々
定
し
た
。

福
田
知
事
は
内
々
定
を
受
け
、
「
国
体
開

催
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
だ
け
で
な
く
、
観
光

振
興
や
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献
も
期

待
さ
れ
る
。
成
功
に
向
け
、
市
町
や
関
係

団
体
と
協
議
し
、
オ
ー
ル
栃
木
体
制
で
全

国
に
誇
れ
る
国
体
を
作
り
上
げ
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

未
来
大
使
」
を
務
め
る
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド　
ユ
カ
イ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
も

開
か
れ
た
。

　
県
議
会
議
事
堂
１
階
に
設
け
ら

れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
宇
都
宮
市

出
身
の
歌
手
、
森
昌
子
さ
ん
と
福

田
知
事
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
か

れ
、
大
勢
の
県
民
が
詰
め
か
け
た
。

　
同
ス
テ
ー
ジ
で
は
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
開
い
た
宇
都
宮
短
大

付
属
高
校
や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
た
作
新
学
院
高
校
な

ど
高
校
生
ら
が
活
躍
。

　
屋
外
の
県
民
広
場
で
は
、
県
内

各
地
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
集
合
し
た
「
と
ち
キ
ャ
ラ
ー
ズ

祭
り
」
や
フ
ラ
ガ
ー
ル
が
登
場
し

た
復
興
支
援
ス
テ
ー
ジ
、
ご
当
地

グ
ル
メ
１
５
０
店
が
並
ぶ
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
親
子
連
れ
を
は
じ
め
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
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全
国
知
事
会
議
が
７
月
８
日
、
９
日
の

２
日
間
の
日
程
で
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
。

40
府
県
の
知
事
が
参
加
し
、
各
党
が
検
討

し
て
い
る
道
州
制
導
入
に
向
け
た
基
本
法

案
に
関
す
る
意
見
書
を
ま
と
め
た
。

　
意
見
書
は
、
道
州
制
導
入
が
地
方
分
権

の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

た
め
、
国
の
出
先
機
関
の
廃
止
や
中
央
省

庁
の
解
体
再
編
を
法
案
に
盛
り
込
む
よ
う

要
請
。
制
度
の
理
念
や
具
体
像
を
明
示
し
、

国
と
地
方
の
協
議
を
徹
底
す
る
よ
う
求
め

た
。
福
田
富
一
知
事
は
賛
否
の
判
断
を
先

送
り
し
た
道
州
制
に
つ
い
て
「
道
州
制
は

基
本
的
に
賛
成
だ
。
究
極
の
行
政
改
革
で

あ
り
、
地
方
分
権
改
革
が
進
ん
だ
最
後
の

　
福
田
富
一
知
事
は
５
月
13
日
、
４
月
か
ら

特
任
教
授
を
務
め
る
独
協
医
科
大
（
壬
生
町
、

稲
葉
憲
之
学
長
）
で
、「
人
と
し
て
生
き
る
」

と
題
し
て
学
生
に
初
講
義
を
行
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
医
学
部
、
看
護
学
部
、
看
護

専
門
学
校
の
新
入
生
約
３
２
０
人
を
前
に
登

壇
。
県
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
出
動
状
況
や
、
県
内
で
働
く
医
師
を
確
保

す
る
た
め
、
県
が
医
学
生
の
修
学
資
金
を
支

援
す
る
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
さ
ら
に「
医
療
職
で
あ
る
前
に
人
で
あ
れ
」

と
語
り
、
言
葉
使
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
郷
土
を
見
直
し
、
理
解
と
関
心

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
「
県
民
の

日
」
に
制
定
さ
れ
て
い
る
６
月
15

日
、
県
庁
や
県
民
広
場
、
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
県
民
の
日
」

道
州
制
は
究
極
の
行
政
改
革

◇
１
月
22
日
　
東
京
・
大
田
市
場
で
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
／
「
と
ち
お
と
め
安
全
で
す
」

◇
１
月
23
日
　
都
内
で
全
国
知
事
会
議
／
地

方
公
務
員
の
給
与
削
減
に
反
発

◇
１
月
26
日
　
高
島
屋
新
宿
店
で
「
ス
カ
イ

ベ
リ
ー
」
Ｐ
Ｒ
／
固
定
客
獲
得
へ
手
応
え

◇
２
月
13
日
　
日
光
国
体
を
Ｐ
Ｒ

す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
出
発
式

／
「
機
運
を
盛
り
上
げ
た
い
」

◇
３
月
９
日
　
日
光
で
「
地
方
分

権
・
地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

／
「
地
方
分
権
」
推
進
へ

◇
３
月
10
日
　
日
光
国
道
１
２
１

号
板
橋
バ
イ
パ
ス 

全
線
開
通
／

「
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
だ
ろ
う
」
と
知
事
。

◇
３
月
24
日
　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
タ
ウ
ン
で
観
光
Ｐ
Ｒ
／
「
栃

木
は
身
近
な
オ
ア
シ
ス
」

◇
４
月
１
日
　
辞
令
交
付
式
／
「
即
戦
力
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
知
事
。

◇
４
月
６
日
　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

　
み
運
動

◇
４
月
18
日
　
「
銀
座
栃
木
屋
本
店
」
開
店

セ
レ
モ
ニ
ー
出
席

◇
４
月
22
日
　
全
国
知
事
会
社
会
保
障
常
任

委
員
会
（
委
員
長
・
福
田
富
一
知
事
）
／

困
窮
者
支
援
法
案
の
協
議
継
続
を

◇
４
月
22
日
　
都
内
で
全
国
知
事
会
議
出
席

◇
４
月
23
日
　
独
協
医
大
創
立
40
周
年
記
念

式
典
に
出
席

◇
４
月
28
日
　
東
京
・
憲
政
記
念
館
で
の

「
主
権
回
復
の
日
」
式
典
に
出
席

◇
５
月
10
日
　
東
京
で
社
会
保
障
審
議
会
の

医
療
保
険
部
会
に
全
国
知
事
会
の
代
表
と

し
て
出
席

◇
５
月
15
日
　
駐
日
ペ
ル
ー
大
使
が
知
事
を

表
敬
訪
問

◇
５
月
31
日
　
都
内
で
「
と
ち
ぎ
技
術
展
示

　
商
談
会 in H

itachi

」
を
開
催

◇
６
月
１
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

那
須
／
指
定
廃
棄
物
で
意
見
交
換

◇
６
月
６
日
　
大
阪
市
内
で
の
関
西
県
人
会

に
出
席

◇
６
月
19
日
　
芳
賀
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町

村
長
会
議
／
少
規
模
文
化
施
設
補
助
検
討
。

◇
６
月
22
日
　
野
木
町
で
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ

ー
ラ
ム
／
煉
瓦
窯
活
用
な
ど
説
明
。

「
栃
木
で
医
療
に
携
わ
っ
て
」

松
山
市
で
全
国
知
事
会
議

社
会
保
障
国
民
会
議
に
出
席

福
田
知
事 

地
方
の
声
訴
え

22
年
国
体 

栃
木
に
内
々
定

「
栃
の
葉
」
以
来
42
年
ぶ
り

栃木の魅力を再発見
オ
ー
ル
栃
木
で
誇
れ
る
国
体
を

オ
ー
ル
栃
木
で
誇
れ
る
国
体
を

福
田
知
事
が
独
協
医
大
で
初
講
義

約
５
万
人
が
「
県
民
の
日
」
祝
う

栃
木
県
誕
生
１
４
０
周
年

豊
か
な
緑
を
後
世
に

野
木
町
で
県
植
樹
祭

東奔西走の日々東奔西走の日々

全国知事会を代表し、国民会議で発言する福田知事

下村博文文科相に要望書を手渡す福田知事(左)

３
月
10
日
、
日
光
国
道
１
２
１
号
板
橋
バ
イ
パ
ス

全
線
開
通
式
で
挨
拶
す
る
知
事

「頼まれた仕事は断らない。
出る杭になれ」と社会人の
あるべき姿を語る福田知事

ン
の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
た
。「
自
分
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
も
の
に
時
間
を
使
い
な
さ

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。「
医
療
と
社
会
奉
仕
の

両
方
に
携
わ
り
、
誰
か
ら
も
信
頼
、
尊
敬
さ

れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

防
災
・
減
災
　
知
事
と
対
話

知
事
手
応
え
、店
頭
Ｐ
Ｒ

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
那
須
烏
山

　
県
は
２
０
１
３
年
度
か
ら
、
福
田
富

一
知
事
が
県
民
と
対
話
す
る
「
と
ち
ぎ

元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
、
防
災
や
福
祉

な
ど
具
体
的
な
議
題
を
設
定
し
て
話
し

合
う
「
テ
ー
マ
版
」
を
新
た
に
導
入
。

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
民
を
招

き
、
よ
り
政
策
に
反
映
し
や
す
い
具
体

的
な
提
案
を
受
け
る
こ
と
が
狙
い
。

　
初
回
は
６
月
29
日
、
「
知
事
と
語
ろ

う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
地
域

に
お
け
る
〜
防
災
・
減
災
対
策
」
が
、

那
須
烏
山
市
役
所
烏
山
庁
舎
で
開
か
れ
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
約
５

万
人
が
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ご

当
地
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
だ
。

　
６
月
15
日
は
１
８
７
３
（
明
治

６
）
年
に
、
当
時
の
栃
木
県
と
宇

都
宮
県
が
合
併
し
、
現
在
の
栃
木

県
が
誕
生
し
た
日
。
今
年
は
１
４

０
周
年
の
節
目
に
あ
た
る
。

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
午
前
10
時
か

ら
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、

福
田
富
一
知
事
が
「
節
目
の
年
で

あ
り
、
ふ
る
さ
と
栃
木
へ
の
愛
着

を
深
め
て
も
ら
い
、
見
つ
め
直
す

絶
好
の
機
会
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

栃
木
、
茨
城
、
福
島
の
３
県
警
音

楽
隊
の
合
同
で
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
。
午
後
に
は
「
と
ち
ぎ

消
防
団
や
防
災
関
係
団
体
な
ど
約
30
人

が
参
加
し
た
。

　
福
田
知
事
は
冒
頭
、
24
日
に
市
内
で

行
わ
れ
た
県
内
初
の
原
子
力
防
災
訓
練

を
振
り
返
り
「
那
須
烏
山
は
東
日
本
大

震
災
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
地

域
の
消
防
団
や
防
災
会
な
ど
は
災
害
時
、

住
民
の
け
ん
引
役
だ
っ
た
。
感
謝
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　
住
民
か
ら
の
「
防
災
意
識
の
啓
発
、

向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
」
の
質
問

に
対
し
て
「
災
害
時
は
住
民
ら
の
自
助

と
互
助
と
共
助
が
大
切
。
県
は
本
年
度
、

防
災
に
関
す
る
条
例
制
定
を
準
備
し
て

お
り
、
自
治
会
な
ど
で
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

とちまるショップ１周年

　
５
月
22
日
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
の
本
県
初
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と

ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
店
１
周
年
を
迎

え
、
福
田
知
事
と
県
内
４
市
長
が
、
店
頭

で
本
県
や
各
市
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

　
福
田
知
事
は
来
場
者
に
「
お
か
げ
さ
ま

で
１
周
年
。
さ
ら
に
お
買
い
物
を
し
て
頂

き
、
栃
木
に
お
出
掛
け
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

生
の
イ
チ
ゴ
を
練
り
込
ん
だ
ジ
ェ
ラ
ー
ト

「
と
ち
お
と
め
小
町
」
50
個
を
無
料
で
振

舞
っ
た
。
「
手
応
え
は
あ
っ
た
」
と
知
事
。

　
「
緑
あ
ふ
れ
る
地
球
の
未
来 

僕
ら
が

つ
く
る 

僕
ら
が
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

栃
木
県
誕
生
１
４
０
年
・
野
木
町
町
制
施

行
50
周
年
記
念
の
「
第
51
回
県
植
樹
祭
」

が
５
月
18
日
、
佐
川
野
の
町
総
合
運
動
公

園
で
開
か
れ
、
本
県
の
緑
豊
か
な
環
境
を

後
世
の
た
め
に
守
り
育
て
よ
う
と
誓
い
を

新
た
に
し
た
。

　
市
町
長
や
県
議
ら
関
係
者
７
５
０
人
が

参
加
。
主
催
者
を
代
表
し
て
福
田
知
事
は

「
緑
は
本
県
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。

県
民
と
共
に
緑
あ
ふ
れ
る
と
ち
ぎ
づ
く
り

を
進
め
る
」
、
真
瀬
町
長
は
「
記
念
す
べ

き
年
に
植
樹
祭
を
開
催
で
き
、
感
謝
し
た

い
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
こ
の
環

境
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
」
と
挨
拶
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

姿
が
道
州
制
だ
と
思
う
。
な
ぜ
今
論
議
す

る
か
を
説
明
し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、

「
検
討
に
当
た
っ
て
は
熟
度
を
高
め
た
議

論
が
必
要
」
と
の
意
見
を
表
明
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
は
、
福
田
知
事
自
身
が
委
員

長
を
務
め
る
知
事
会
の
社
会
保
障
常
任
委

員
会
に
事
務
レ
ベ
ル
の
検
討
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
り
「
国
の
動
向
に
応
じ

て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
し
た
い
」
と
し

た
。
政
府
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会

議
は
、
国
保
の
運
営
を
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
管
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
医
療
や
介
護
、
年
金
や
少
子
化
対
策
の

在
り
方
を
検
討
す
る
政
府
の
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
は
２
月
28
日
、
首
相
官

邸
で
５
回
目
の
会
議
を
開
き
、
地
方
団
体

か
ら
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
全
国
知
事

会
社
会
保
障
常
任
委
員
長
の
福
田
知
事
が

出
席
し
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度

や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
な
ど
に
つ

い
て
、
国
の
方
針
の
明
確
化
や
国
費
負
担

の
拡
充
な
ど
を
訴
え
た
。

　
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
は
国
民
会
議
の
要
請
で
実

施
さ
れ
、
全
国
市
長
会
や
全
国
町
村
会
の

代
表
者
も
出
席
。
福
田
知
事
は
、
知
事
会

と
市
長
会
、
町
村
会
の
統
一
見
解
を
説
明

し
た
。

　
国
保
制
度
に
つ
い
て
「
失
業
者
ら
も
加

入
す
る
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
だ

が
、
市
町
村
格
差
も
大
き
く
極
め
て
厳
し

い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と
言
及
。

「
保
険
料
や
公
費
な
ど
を
ど
う
組
み
合
わ

せ
持
続
可
能
な
制
度
を
作
る
か
方
針
を
明

確
に
す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。

　
医
療
分
野
で
は
、
全
国
の
慢
性
的
な
医

師
不
足
な
ど
を
指
摘
し
、
医
療
機
関
の
機

能
分
担
や
介
護
と
の
連
携
強
化
を
強
調
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
増
が
見
込
ま
れ
る

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負

担
の
適
切
な
見
直
し
や
国
費
負
担
の
拡
充

を
求
め
た
。

　
福
田
知
事
は
今
後
に
つ
い
て
「
改
革
の

方
向
性
が
出
た
段
階
で
国
と
地
方
の
協
議

の
開
催
を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

　
県
体
育
協
会
の
安
納
守
一
理
事
長
は
２

月
７
日
、
２
０
２
２
年
の
第
77
回
国
民
体

育
大
会
の
栃
木
県
開
催
を
求
め
る
要
望
書

を
福
田
知
事
、
県
会
議
長
、
県
教
委
に
提

出
し
た
。
福
田
知
事
は
「
国
体
は
県
民
の

ス
ポ
ー
ツ
意
欲
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
活
性
化
や
人
づ
く
り
に
も
有
意
義
」

と
の
考
え
を
示
し
、
今
春
の
文
科
省
な
ど

へ
の
開
催
要
望
書
提
出
に
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
た
。

　
福
田
知
事
は
２
月
19
日
に
開
会
し
た
県

議
会
２
月
通
常
会
議
で
、
「
２
０
２
２
年

の
第
77
回
国
民
体
育
大
会
の
本
県
招
致
に

努
め
た
い
」
と
述
べ
、
秋
季
国
体
招
致
に

向
け
今
後
、
国
や
県
内
市
町
と
調
整
を
図

っ
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　
福
田
知
事
は
５
月
16
日
、
県
と
県
教
委

と
県
体
協
の
３
者
連
名
で
、
文
部
科
学
省

と
日
本
体
育
協
会
に
開
催
要
望
書
を
提
出
。

　
日
本
体
育
協
会
は
７
月
24
日
、
要
望
通

り
９
年
後
の
国
体
開
催
を
内
々
定
し
た
。

福
田
知
事
は
内
々
定
を
受
け
、
「
国
体
開

催
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
だ
け
で
な
く
、
観
光

振
興
や
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献
も
期

待
さ
れ
る
。
成
功
に
向
け
、
市
町
や
関
係

団
体
と
協
議
し
、
オ
ー
ル
栃
木
体
制
で
全

国
に
誇
れ
る
国
体
を
作
り
上
げ
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

未
来
大
使
」
を
務
め
る
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド　
ユ
カ
イ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
も

開
か
れ
た
。

　
県
議
会
議
事
堂
１
階
に
設
け
ら

れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
宇
都
宮
市

出
身
の
歌
手
、
森
昌
子
さ
ん
と
福

田
知
事
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
か

れ
、
大
勢
の
県
民
が
詰
め
か
け
た
。

　
同
ス
テ
ー
ジ
で
は
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
開
い
た
宇
都
宮
短
大

付
属
高
校
や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
た
作
新
学
院
高
校
な

ど
高
校
生
ら
が
活
躍
。

　
屋
外
の
県
民
広
場
で
は
、
県
内

各
地
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
集
合
し
た
「
と
ち
キ
ャ
ラ
ー
ズ

祭
り
」
や
フ
ラ
ガ
ー
ル
が
登
場
し

た
復
興
支
援
ス
テ
ー
ジ
、
ご
当
地

グ
ル
メ
１
５
０
店
が
並
ぶ
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
親
子
連
れ
を
は
じ
め
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
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編
集
後
記
　
福
田
知
事
の

政
治
生
活
30
年

を
祝
う
会
、
そ
し
て
参
議
院
議
員
選

挙
と
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
高
橋
克
法
さ
ん
も
大

差
で
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の

お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
段
取
り
が
悪
く
、
初
心
の

発
刊
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
半
年
間
の
出
来
事
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
一
読
下
さ
い
。

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
５
月
18
日
、
夫
の
政
治
生
活
30

年
の
お
祝
い
を
開
催
し
て
も
ら
っ

た
。
会
場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
、

２
千
人
以
上
の
方
に
お
出
で
頂
き
、

ホ
テ
ル
の
駐
車
場
ま
で
辿
り
着
け

な
か
っ
た
方
も
居
ら
れ
た
と
の
こ

と
、
た
だ
た
だ
申
し

訳
な
く
、
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
当
日
は
３
人
の
子

ど
も
達
に
も
出
席
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
記
念
誌
作
り
に

追
わ
れ
て
連
絡
が
遅
く
な
り
、
長

男
は
仕
事
の
都
合
が
つ
か
ず
来
ら

れ
な
か
っ
た
。
子
ど
も
達
に
は
生

ま
れ
た
時
か
ら
選
挙
の
た
び
に
さ

び
し
い
思
い
を
さ
せ
て
き
た
と
、

ず
っ
と
負
い
目
を
感
じ
て
き
た
の

で
、
二
男
と
娘
か
ら
花
束
を
貰
っ

た
時
は
嬉
し
く
夫
も
感
無
量
の
面

持
ち
だ
っ
た
。
２
人
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
節
目
の
年
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
６
月
９
日
、
高
尾

山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て
き
た
。

40
年
前
、
大
広
間
で
の

講
演
時「
足
を
崩
し
て
」

の
言
葉
に
、
私
は
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
聞
い
た
が
、

そ
の
後
ご
住
職
に
「
年

長
者
の
話
は
正
座
で
聴

く
べ
き
」
と
お
叱
り
を

頂
い
た
こ
と
、
白
装
束

で
滝
に
打
た
れ
た
こ
と
、

な
ど
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
た
。

　
近
年
一
番
人
気
の
山
と
あ
っ
て
、

頂
上
は
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た

が
、
爽
や
か
な
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
夫
と
娘
と
食
べ
た
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
は
格
別
だ
っ
た
（
写
真
）
。

福
田
知
事 

政
治
生
活
30
年
を
祝
う
会

ゆ
り
の
会
新
年
会

２
千
人
余
の
参
加
者
を
得
て

　
福
田
知
事
の
政
治
生
活
30
年
を

祝
う
会
が
５
月
18
日
、
宇
都
宮
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
船
田

元
、
佐
藤
勉
両
衆
院
議
員
ら
国
会

栃
木
県
誕
生
140
年
の
節
目
を
迎
え
て
！

　
残
暑
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
頃
の
ご
芳
情
に
感
謝
・
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
本
年
は
、
多
く
の
分
野
で
節
目
を

迎
え
る
。
ま
ず
、
本
県
誕
生
１
４
０
年
で

あ
る
。
毎
年
６
月
15
日
を
「
県
民
の
日
」

と
定
め
て
い
る
が
、
明
治
６
年
６
月
15
日

に
栃
木
県（
日
光
・
壬
生
・
吹
上
・
佐
野
・

足
利
・
館
林
の
６
県
が
統
合
）
と
宇
都
宮

県
（
宇
都
宮
・
烏
山
・
黒
羽
・
大
田
原
・

茂
木
の
５
県
が
統
合
）
が
一
緒
に

な
っ
て
現
在
の
栃
木
県
が
誕
生
し

１
４
０
年
を
迎
え
た
。
（
　
）
は

明
治
４
年
に
廃
藩
置
県
に
よ
り
県

と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
年
の
う

ち
に
下
野
の
国
は
上
記
２
県
に
統

合
、
明
治
９
年
に
は
旧
館
林
県
が

群
馬
県
に
編
入
、
明
治
17
年
に
は

県
庁
が
栃
木
市
か
ら
宇
都
宮
市
へ

の
県
庁
移
転
と
い
う
歴
史
を
た
ど

っ
た
。

　
ほ
か
に
は
、
下
野
新
聞
が
創
刊

１
３
５
年
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所

が
創
立
１
２
０
周
年
、
田
中
正
造

が
没
後
１
０
０
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都

宮
放
送
局
が
開
局
70
周
年
（
テ
レ

ビ
放
映
開
始
か
ら
60
年
）
な
ど
が

あ
る
。

　
歌
謡
曲
の

「
高
校
３
年
生
」

は
、
舟
木
一
夫

が
50
年
前
の
６

月
５
日
に
レ
コ

ー
ド
発
表
、
１

０
０
万
枚
以
上

を
売
り
上
げ
、

そ
の
年
の
紅
白

歌
合
戦
に
出
場
、

「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
は
、

同
じ
く
50
年
前

の
６
月
全
米
ヒ

ッ
ト
チ
ャ
ー
ト

１
位
を
記
録
、

「
す
き
や
き
ソ

ン
グ
」
と
し
て

話
題
に
な
っ
た
。

　
歌
と
言
え
ば

「
栃
木
県
民
の

歌
」
を
カ
ラ
オ

ケ
で
歌
え
な
い
か
と
の
県
議
会
か

ら
の
提
案
を
受
け
、
現
在
会
社
と

協
議
中
で
あ
り
、
な
る
べ
く
早
く

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
県
民
の
歌
が
カ
ラ
オ
ケ
で

歌
え
る
の
は
「
信
濃
の
国
」
の
長

野
県
民
の
歌
の
み
と
聞
い
て
い
る
。

　
何
と
い
っ
て
も
２
巡
目
国
体
の

事
実
上
の
内
定
を
得
た
こ
と
が
大

き
い
。
（
現
在
は
内
々
定
、
開
催

５
年
前
に
内
定
、
３
年
前
に
決
定

と
な
る
。）
９
年
後
の
開
催
に
向

け
て
、
オ
ー
ル
栃
木
で
準
備
万
端

整
え
た
い
。

　
技
能
五
輪
と
障
害
者
の
技
能
競

技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
は
、

平
成
29
年
に
開
催
で
き
る
よ
う
国

に
申
請
手
続
き
を
済
ま
せ
た
。
何

と
し
て
も
〞物
づ
く
り
県
栃
木
〞で

の
開
催
を
実
現
し
た
い
。

　
平
成
27
年
に
は
、
徳
川
家
康
公

４
０
０
年
式
年
祭
が
日
光
東
照
宮

で
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
に
併
せ
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
、
徳
川

家
康
を
そ
の
年
の
題
材
に
し
て
く

れ
る
よ
う
過
日
、
栃
木
県
関
係
者

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
東
照
宮
の
あ

る
静
岡
県
、
家
康
の
生
ま
れ
育
っ

た
愛
知
県
岡
崎
市
の
関
係
者
と
３

県
合
同
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
セ
ン

タ
ー
に
て
会
長
に
要
望
を
行
っ
た
。

改
め
て
、
「
泣
く
ま
で
待
と
う
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
の
生
き
方
を
学
び
、

家
庭
・
地
域
・
日
本
の
平
和
に
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

　
来
年
は
、
１
月
28
日
か
ら
２
月

２
日
ま
で
、
ス
キ
ー
競
技
を
除
き

日
光
市
に
お
い
て
、
第
69
回
冬
季

節目の年を飛躍の年に

議
員
や
県
内
市
町
長
、
県
議
、
市

議
ら
政
界
関
係
者
の
ほ
か
、
業
界

団
体
な
ど
の
支
援
者
ら
約
２
千
人

が
参
加
。
福
田
知
事
が
後
援
会
総

連
合
会
長
を
務
め
る
参
院
選
栃
木

選
挙
区
の
立
候
補
予
定
者
で
前
高

根
沢
町
長
の
高
橋
克
法
氏
も
出
席

し
た
。

　
福
田
知
事
は
挨
拶
で
、
宇
都
宮

市
議
と
し
て
政
治
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
際
の
苦
労
話
を
披
露
。

喜
江
子
夫
人
や
支
援
者
に
感
謝
を

述
べ
「
３
日
後
に
還
暦
を
迎
え
る
。

目
標
を
掲
げ
て
一
生
懸
命
努
力
し

て
い
る
若
者
に
、
私
が
こ
れ
ま
で

に
得
た
知
識
や
経
験
を
伝
え
て
い

く
よ
う
な
役
割
も
担
っ
て
い
き
た

い
。
知
事
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

１
６
０
人
で 

高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　
６
月
９
日（
日
）、今
年
一
番
人
気
の
高
尾
山
へ

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
。高
尾
山
麓
清
滝
駅
に
10

時
15
分
に
到
着
。
登
り
は
岩
屋
大
師
や
琵
琶

滝
、
前
の
沢
沿
い
を
歩
く
６
号
路
コ
ー
ス
。  

　
下
り
は
高
尾
山
薬
王
院
へ
の
表
参
道
を

た
ど
る
１
号
路
を
歩
い
た
。
参
加
者
た
ち

は
変
化
に
富
み
、
見
所
が
い
っ
ぱ
い
の
高

尾
山
を
満
喫
し
た
１
日
と
な
っ
た
。

国
体
が
18
年
ぶ
り
に
本
県
で
開
催

さ
れ
る
。
「
ひ
か
り
の
郷
日
光
国

体
」
と
銘
打
っ
て
、
開
催
に
向
け

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
10
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
４

日
間
、
第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
ち
ぎ
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

栃
木
２
０
１
４
」
も
開
催
さ
れ
る
。

全
国
か
ら
選
手
役
員
１
万
５
千
人

が
参
加
す
る
、
60
歳
以
上
の
方
の

国
体
と
も
言
わ
れ
る
大
会
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
・
サ
ッ
カ
ー
・
卓
球
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
あ
り
、
俳
句
・
囲

碁
・
将
棋
な
ど
の
文
化
面
も
あ
る
、

文
化
と
健
康
と
福
祉
の
総
合
的
祭

典
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
の
催
し
も
、
県
民
一
人

一
人
が
お
も
て
な
し
の
心
を
最
大

限
発
揮
し
、
大
成
功
の
イ
ベ
ン
ト

に
仕
上
げ
た
い
し
、
何
よ
り
全
国

の
皆
さ
ん
に
栃
木
に
対
す
る
好
印

象
と
栃
木
の
魅
力
を
存
分
に
知
り

楽
し
ん
で
も
ら
う
機
会
と
し
た
い
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
　

今
後
の
節
目
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

2013年度 下半期の行事予定

ゆりの会新年会

知事と語る会

（女性のみ）

　
３
月
２
日
、
日
光
霧
降
ア
リ
ー
ナ
で

「
ひ
か
り
の
郷 

日
光
国
体 

１
年
前
イ

ベ
ン
ト
〜
」
が
開
幕
し
、
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
で
「
機
運
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

挨
拶
す
る
知
事
。

く
こ
と
と
、
人
を
育
て
る
こ
と
、

こ
の
両
面
で
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
30
年
の
政
治
活
動
の
写
真
や
コ

ラ
ム
集
な
ど
を
載
せ
た
記
念
誌
も

発
行
し
、
来
場
者
に
配
ら
れ
た
。

当日、来場者に配られた、
　　　　記念品と記念誌、お礼状

「東北音頭」他を踊った平松本町
　　有志の会の皆さんと、知事を囲んで

　
毎
年
２
月
の
第
３
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
き
た
ゆ
り
の
会
新
年
会

は
、
会
場
の
都
合
で
今
年
は
２
月

３
日
（
日
）
、
ホ
テ
ル
東
日
本
で

４
０
０
名
余
の
参
加
者
を
得
て
開

催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
節
分
の
趣
向
も
凝
ら
さ

れ
、
ゆ
り
の
会
有
志
の
皆
さ
ん
に

よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
女
性
な

ら
で
は
の
華
や
ぎ
が
新
春
の
慶
び

を
一
層
盛
り
上
げ
た
。

　
し
め
く
く
り
は
恒
例
の
「
と
み

か
ず
サ
ン
バ
」
を
斉
唱
、
親
睦
を

深
め
る
和
や
か
な
集
い
と
な
っ
た
。

１
号
車
の
皆
さ
ん
と

２
号
車
の
皆
さ
ん
と

３
号
車
の
皆
さ
ん
と

寿
号
の
皆
さ
ん
と

文化講演会のお知らせ
講　師　戸田 恵子さん
　　　　（女優）
演　題　『女優百貨店』
日　時　９月27日（金）
　　　　午後６時30分　開会
場　所　宇都宮グランドホテル
入場料　1,000円

※チケットご希望の方は事務所まで連絡下さい

と  だ　けい こ

日時：2014年２月９日㈰
　　　11時～13時半
場所：ホテル東日本宇都宮
会費：5,000円

日時：11月頃
場所：未定

もちつき大会 日時：12月１日㈰
　　　11時～13時
場所：今宮１丁目公園
会費：大人 300円
　　　子供100円

※日時・場所等、決まり次第お知らせ致します。


